
痛みのない生活に向けて

住み慣れたご自宅で、自分らしい療養生活 を送るために

適切な治療やケアを行うことで痛みは和らげることができます。我慢することなく痛みをコントロール

することにより「食べる、眠る、動く」といった生活の質も改善します。コントロール目標やポイントを

理解し、家族やケアチームと共有できるようにパンフレットを作成しました。

在宅療養がん患者の

終末期の経過は、病気などの種類によって異なります。がん患者さんの場合は病状が急激に変化する

ので、普段から痛みのコントロールを積極的に行って、本人が望む生活が送れるようにしましょう。

「もしも手帳」や「在宅療養ケアマップ」なども参考にして、

痛みを我慢することなく過ごしましょう。

在宅療養生活を送るうえで大切にしたいこと

＊本人の意向（どう過ごしたいか）

＊家族の意向（どう支えたいか）

＊痛みのない状態・自分らしい生活が

送れるように、何度も繰り返し医師や訪問看護師

等と相談することが大切です

痛みは目に見えないので、その状態を言葉で表現して伝えるにはポイントがあります。



痛みは目に見えないので、その状態を言葉で表現して伝えるにはポイントがあります。

ご家族・ケアスタッフと共有する方法の１つとして「痛みの評価スケール」を紹介します。

指さししながら、ご自身の痛みを伝えてみてください。
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